　いたずらぼうず大作戦
                                                    高野　獨源
　　　　　　　一　

　説明者の話を聞く振りをしながら私は、ちらりと、胸のポケットの録音機を見た。うまい事録音は続いていると思われる。他に参加者は十人位。多くは、年配の人たちだ。今日は平日、時刻は午後二時。普通の会社員が来られる時間ではない。
　説明者は、語り続ける。

「私たちは、余り多くの人を対象に広告を出したり、宣伝はしておりません。なぜなら、このように、儲かるビジネスモデルを余り真似されたくないのと、儲かるが故に、やっかみや僻みで、色々言われたりしたくないからなのです」

　体格の良い、中年の男だ。茶色の背広を着込んで、誠実そうな顔で語っているが、目の奥に何か人を馬鹿にしたようなところがあるように感じたのは、私の偏見であろうか。
「ですから、皆様の信用できる、お友達やお知り合いを是非お誘い頂き仲間になって一緒に儲けて頂きたい訳でございます」

無言で頷く女性も居た。

「お友達がご入会の暁には、お誘い頂いた方には、無条件で十万円をプレゼントいたします。私どもに投資頂いたものの利益と合わせて、お友達を誘って稼がれている方も、沢山いらっしゃいます。入会金に二十万円頂戴しておりますが、もし、お二人お誘い頂ければ、元が取れてしまうことになります。また、たとえ、投資結果がマイナスでも、こちらの十万円で簡単に取り戻す事もできます」
　出た。これは、ねずみ講だ。あるいはマルチ商法だ。と私は思う。しかし、ふーむ、という、感心したと言ったような反応も無くはなかった。
「株式投資は、個人投資家の方は九割が損をしていらっしゃるといいます。しかしながら、我々の擁するトレーダー陣は専門的な勉強を積んでおり、優秀な投資成績を収めております。ご覧ください。これが我々の資産額の推移です」

　プロジェクターで右肩上がりのグラフが示される。会場から軽い驚きの声が上がる。
「もちろん株式投資ですから、儲かった時の利益が大きい分、万一損をした場合は、元本が割れる事も無いとは言えません。ただ、このグラフを見ての通り、会員になった皆様には、大きく利益を出して頂いております。このまま何もせず指をくわえて見ている方が良いのかどうか、賢明なる皆様には、申すまでも無いでしょう」

　こんな調子で、小一時間が過ぎた。やがて、説明会が終わり、私も他の参加者とともに席を立った。年配の女性同士が、
「いいわねえ。私も預けてみようかしら」

などと興奮気味に言っていた。私は、ちょっとお腹の調子が悪かったので、トイレに入ることにした。
　個室に入ってしばらくしていると、私が中に入っていることなど、気付かないようで、しかし、小声での会話が聞こえてきた。一人は、先ほどの説明者のようである。
「どうだ。鴨になりそうなのは居たかい」

「居ました。居ましたよ、たくさん。住所や連絡先も書いて行きました」

「よし。じゃうまい事会員にさせて、最初は儲からせて、どんどん金を投資させよう。株が下がって損したら、誰かを誘わせるもよし、富田ファイナンスに借りさせても良いし」

「余り露骨にやると、まずいんじゃないですか。先週も、一人ホトケさんになっちまったんですぜ」

「ああ。馬鹿なばあさんだったな。何も死ななくても良かったのに。たかが一千万位の借金で。せっかく弁護士を紹介するって言ってやったのに」

「だって、その弁護士だって結局サラ金を斡旋するだけじゃないですか」

「まあな。みんなで持ちつ持たれつ。協力しているって訳さ」

「全く。悪い人だ」

　私は、思わず録音機を見た。良かった。止めるのを忘れていたため、今の会話もばっちり録音できたはずだ。
　それにしても、今の会話は、説明会を行っていた池山ファイナンスの社員の会話だろう。私の予想通り、金持ちの年配者などを狙って、金を吸い上げるシステムだ。
　二人の男は、小便を終えて、去ったらしい。手をちゃんと洗ったかどうかは、分からなかった。私はちょっとの間を置いて、個室を出た。手を洗うもそこそこに、録音が旨く行った以上、とにかくここを早く脱出したいと思って焦った。トイレのドアを開けようとすると、
　ばんっ。

向こうから、ドアが開いた。

「うおっ」

声がして、体格の良い、相手がつんのめった。説明者だ。トイレの床に書類を落とす。

「あ、すいません」

と言いながら、書類を拾ってやろうとする、私。かがんだ瞬間、胸のポケットから滑り落ちた録音機が、ぶらんと、垂れ下がった。コードが引っかかって、落ちずに済んだ。

　しかし、これはまずかった。相手は、じろりと、録音機に目をやると、私の顔をじろりと覗き込んだ。私は、右手で録音機をポケットに入れなおしながら、同時に左手でトイレのドアを引いて、廊下に飛び出した。そして、エレベーターではなく、非常階段に向かって駆け出した。幸い、誰も見ていない。が、後から、体格の良い説明者も慌てて飛び出して来たのが、目に入った。
　ここは五階だった。階段を駆け降りる。一階について、道路に飛び出した。都会の昼間は、人ごみで一杯だった。群衆に紛れて角を曲がり、やっと息をついた。
　　　　　　　二

　この日は、私の事務所に戻って、仕事を続けた。私は会計士で、会計事務所を開業しているのだ。先程のように。盗聴まがいな事をやっているからと言って、探偵と言うわけではない。ただ、最近、投資絡みのトラブルをよく耳にするようになった。中にはある程度のお金持ちが、いつの間にか借金まで背負い込んで、返す当ても無く絶望して死を選ぶという、悲しく空しい事件まであったようである。小規模企業や商店の会計のお手伝いをする傍ら、

「こんな説明会があるけど、確かな会社かどうか、代わりに出てくれないか」

などとお客さんに頼まれれば、無下に否とも言えないのである。
　夜暗くなり、事務所を閉めて家路に着いた。事務所と言ってもマンションの一室。自宅まで徒歩十五分だ。
　駅前を離れてすぐ、人気の少ない住宅地に出る。四角い公園を斜めに横切ろうとしていた時の事だ。
　ガツン。

　目から火花が出るような衝撃を受け、息苦しい感じがしたと思ったら、そこから記憶が途絶えた。

　　

　ふと目が覚めたのは、通りがかりの若者に声を掛けられたからのようだ。

「大丈夫っすか」

私は頭を振り、体にスイッチが入るか確かめるようにした。

「ああ、ありがとう。ええ、大丈夫です」

「いやあ、こんな所に倒れてるんで、びっくりしました」

「どうも、気を失っていたらしい。別に怪我もしていないようだし、本当に大丈夫です。ありがとう」

「じゃ、行きますね」

若者は去った。見かけ以上に親切な若者だったようだ。

　私は、落ち着こうと自分に言い聞かせ、自分の身に起こった事を理解しようと試みた。カバンの中を見てみたが、財布はある。その他、印鑑など大切なものもあった。最初の衝撃は、頭を殴られたのだろうか。頭を触ってみると、確かに痛むようではあるが、血が出ている程ではない。むしろ、風邪を引いた時のような頭痛が少しした。そして、気がついたのは、ズボンのポケットの内側の袋が全て外に出ていることだ。ポケットに入れておいた、ハンカチ、ちり紙、レシートの類は、そこらの地面に散らかっていた。これは、明らかに、何者かがポケットを物色したということではないだろうか。
　しかし、何かが無くなっているような気がした。

　思わず、体に緊張が走った。私は回りを警戒しながら、自宅に走った。

　　　　　　　三

　「それは、きっとその池山ファイナンスの仕業だと思うよ」
　小学五年生の長男、裕太郎が、夕食を食べながらする私の話を聞いて言った。
「そうだろうなあ。ヤバイ会話を録音しているところは、多分ばれているだろうしなあ」

「それにしても、ドジだね、お父さん。録音機を落としそうになっちゃうなんて」

「うるさいな。ドジなお陰で、あんな会話が録音できたんだ。スイッチを止め忘れてたんだからな。自慢じゃないが」
「まあ、いいけど。それより、何も盗られてないんでしょう。それって事は、お父さん、また狙われるよ」

「おどかすなよ、裕太郎。大体俺なんかから、何をとろうってんだ」

「決まってるじゃん。会話を録音したアイ・シー録音機だよ」

「そうか。ばかなやつらだ。それなら、あの録音機は事務所だ」

取り合えずほっとした私に、次の裕太郎の言葉がずしりとのしかかった。

「お父さん、事務所の鍵は新型かい」

「･･････いや、かなり古いだろう。ピッキングなんかされたら、一溜まりもな･･････ヤバイな。今夜辺り、その気になれば、やつら、事務所に忍び込まないとも限らないぞ。事務所の鍵はだなあ、あれれ」

　私はポケットに手を入れて、鍵が無いことに気が付いた。

「そうか、何かが盗られたような気がしたんだが、鍵だったのか」

「予備の鍵はある？」

「うん。あるよ」

「すぐ行った方が良いよ、事務所」

「しかし、危険だ。さっきだって、相手の顔を見る間も無くだったんだ。相当巧妙な手口だ。それにしても、どうして分かったんだろう。パパは、トイレで一瞬顔を見られた後、すぐにやつらを捲いたと思うぞ」

「ふうん、お父さんの顔を元々知っているような人も居なかったんだよね」

「居なかったよ。まあ、こっちは、説明者だけしか見てなかったけどな」

　裕太郎は、その後、友達に電話しに部屋に入った。私は、早いところ、あのレコーダーを安全な所に移そうと考えていた。

　「お父さん、じゃ、行こう」

裕太郎が電話から戻って来て言った。

「行こうって裕太郎、一緒に行く気か？」

「うん。僕だけじゃない、友達も何人か一緒ね。実はさ、いい事考えたんだ」

裕太郎から、小声で告げられたその「いい事」を聞いて、思わずのけぞってしまった。しかし、まあ、やってみるか、という気になっていた。

　　　　　　　四　　

　私が歩く、ずっと後ろの方を裕太郎と、友達の光男君が追けている筈だった。もし、私が何者かに襲われたら、彼らが大声を上げるなどすることになっている。まあ、もう録音機を持っていないと分かった以上、襲って来ないというのが、我々の予想である。
　幸い、公園を横切る際にも、襲われはせず、事務所には、無事に着いた。

　部屋に入ると、やがて、大きなベニヤ板を持った友達を含む、三人の裕太郎の友達が集まってきた。

　「さあ、作業開始だ」

　小学校五年生の子供達が床に座ってあることを始めた。

　暫くして、作業は終わった。

「さてと、後は、電球を外して、と。これでいい、帰ろうか。みんな、ありがとう」

「うん、でもまだ、御礼は早いですよ。やつら、襲ってくるかも知れないんでしょう」

「確かに。今度は、本当に録音機をポケットに入れて帰るからな」
「じゃ、気をつけて事務所を出て」

　私と、子供達は事務所（マンションの一室だが）を出た。

　暫くして、やはり私は何者かに尾行されているような気配を感じた。今度は、子供達は、私よりも先に歩いている。というよりも、来る時に比べて、人数が多いので、辺りに散らばってくれているようなのだ。子供ながら、なかなか心強い連中である。

　ちらりと振り返ると、明らかに、怪しげな、サングラスの男がつけてくる。もう夜もすっかり更けている。私は少し小走りになった。すると、尾行の男も、小走りになる、よく見ると、二人居た。二人は、離れていたが、段々近付き、ついに、一緒になった。

　公園に差し掛かった。公園の入り口付近で私は、やつらに挟み撃ちにされた。

　その時である。私を挟み撃ちにして間合いを詰めて来る二人の周りを、更に裕太郎と同級生たち五人が取り囲んでいる。

「何だ、お前たち。俺たちは、子供には用はねえ」

子供達は、手に手になにか、風船のような物を持っているようだった。

「おじさん、警察には、電話した」

「よし。じゃ、攻撃だ。投げつけろ」

「行くぞ。おしっこ爆弾」

「俺のは、うんこ爆弾だ」

子供達は、風船のような物を二人の男たちに投げつけた。風船が男の体に当たって割れ、液体、或いは、どろどろとした液体が飛び出した。
「冗談じゃねえ･････げえっ、何だ、この臭いは！」

「くっせえ。ガキども、お前らアホかっ！」

「おい、みんな、逃げろ」

　私たちは、二人を残して、逃げ出した。二人というより、汚物にまみれた、二人の臭いから逃げ出したという方が当たっているかも知れなかった。私の目には、途方にくれて、追いかけても来ない男たちの姿が見えた。

　　　　　　　五　　

　その夜の事である。

　男は、とあるマンション前に立った。ここにアイツの事務所が在るはずだ。二〇二号室、そこにレコーダーがあるに違いない。幸いこのマンションのセキュリティーは、そんなに厳重では無いように見える。男は入口を通過して、階段を登った。二階なのですぐである。二〇二号室も階段の近くだった。
　「ここか」

　男は思わず、身震いした。ポケットから、先ほど渡された鍵をノブに差し込んで回すと、ぐるっと一回転した。男はにやりとした。やはり、アイツから奪ったという鍵は、やはりこの事務所の鍵だったのだ。しめたものだ。
　男は、ノブを回して真っ暗な室内に忍び込んだ。ライトのスイッチを探していた時、ふと何か糸のような物に触った。その時である。頭上から何かが落ちて来て頭にかかった。一瞬何が何だか分からなくなる。その物体はヌルヌルとしながら髪の毛の間を通り抜けて、顔にまで垂れて来た。

「うおおっ」

　男が叫んだ。頭からは、何かが相変わらず垂れ続けている。
　やっとスイッチを見つけたが、ライトはつかなかった。取りあえず、奥に進もうとしてみたら、足が動かなかった。
「むむっ」

靴は完全に床に固定されている。仕方なく、靴を脱いで床に足を着けたら。その足も動かなくなった。

「やばいぞ。これは、強力接着剤だ」

そう気付いた時には遅かった。今度は靴下を脱ぎながら、ドアの方に戻ろうとした。が、靴下は既にがっちり接着されて身体をねじるしかない。

「あっ」　

うっかり倒れてひざを付く。手も着いてしまった。無理やり立ち上がったら、ズボンがびりりと裂けた。無理に手を離して、ようやくノブに手が届いた。ノブ回して、室外に出、ノブを離そうとしたら、手の皮がむけた。
　男は、裸足で去って行った。
　　　　　　　六
　私は、ふとんに入って、天井を見ながら考えていた。あの男たちは、池山ファイナンスに雇われた連中だったのだろう。サングラスで顔を隠していた程度という事は、ある程度面が割れても、池山ファイナンスには、痛くも痒くもないのだろう。

　子供達には、全く感謝で一杯だ。そのやり口が、あまりにお下劣で汚かったとはいえ、とにかく、救われたことは確かだ。
　私は、先程の興奮で寝付けずに、そんな事を考えていた。
　寝付けないと思いながらも、結局気がついたら寝ていたというのが常である。起きたら、すっかり日が昇っていた。

　今日も、下の子供達を保育園に送って行く。

　保育園では、いつも、大体同じくらいの時間に来る、顔馴染みのお父さん、お母さんに会うものだ。

「おはようございまーす。あれ、随分髪短くしたんですね」

私は浅野さんという、ある子のお父さんに会って、そう言った。

「む、ええ、まあ」

そのお父さんは、何だか会話を避けるような感じで、いそいそと保育園を出て行った。朝は、みんな忙しいのだろう。私だって、おちおちしてはいられない。それにしても、随分似合わない髪形だ。地肌もやけに赤い。しかも、自分で切ったかのように、揃っていない。まあ、かく言う私も、いつも自分で切っているので、人の事は言えたものではないが。
　さて、事務所に着いた。

「さてと、今日は、ドアをあけるのも注意だぞ」

私は、ひとりごちながら、ドアの前に立った。昨日の夜、子供達と色々作業したが、気を付けなければ、自分が悲惨な目に会う事になる。一晩過ぎて忘れなくて良かった。
　ドアに鍵をさす。

　おやっ。もしや。

　まさかと思ったが、やはり、敵はやって来たのだ。鍵が掛かっていなかった。ドアをそっと開ける。そこに見た光景は、まさに、無残、かつ、笑える光景だった。

　まず、赤いペンキがばらまかれ、床や壁が真っ赤であった。これは、何者かが、ドアを開けて、気がつかないで、仕組んでおいたタコ糸を体で押してしまい、頭上の赤ペンキの入った風船を引っ張って破裂させ、ペンキが降り注ぐ仕組みにしておいたものが、上手く行ったことを意味する。そして、靴脱ぎの上には、強力接着剤を塗りこんだ大きなベニヤ板を敷いていたが、そこには、靴が一足、黒い靴下が一足分、ズボンの切れ端と思われる布地が接着されていた。さすがに、それを着ていた人間は、姿が見えなかった。もし人間が接着していたら、それこそゴキブリだ。しかし、敵もびっくりしただろうが、靴と、靴下と、ズボンの一部を切り捨てて、トカゲのように、本体だけは逃げ延びたのであろう。ご苦労なことであった。
　結局、曲者は、私の事務所から、何も盗っては行かなかったようだ。私は、この、名付けて『ゴキブリ退治、着色作戦』の成功に気を良くした。池山ファイナンスで得た、証拠の会話は、もうコンピューターに取り込んで、ファイルコピーも作ってあるので安全だ。
　

　　　　　　　七
　私も実家に帰ることもある。久しぶりに実家に帰った。実家といっても、自宅からすぐ近くで歩いて十分と掛からないのに、仕事の忙しさにかまけて余り帰っていなかった。
　お茶を飲ませてもらいながら、母と話していた。

「最近、年配の人を狙った悪質なねずみ講みたいのがあるんだよ。気をつけてね」

「そんなの、お金持ちが引っ掛かるんでしょ。うちなんか元手が無いもの」
「またまた。それがさ、お金が無くても、借金させて搾り取るんだよ」

「そんな話、聞いたことあるよ。ほら、二丁目の佐藤さんって知ってるでしょ。あんたの小学校の同級生の家のおばあさん、一千万円無くなって、自殺したんだって」

「ほんと」

「お友達に誘われて何か始めてさ、どんどん借金が増えちゃったんだけど、家族にもなかなか言い出せなくなっちゃったんだね。何て言ったっけな。池山何とかって言う･･････」

「池山ファイナンス！」

「そうそう、それそれ」

「なるほどねえ」

　私は、実家から自宅に歩きながら考えた。長年、投資などとは無縁に生きて来た年配の方々も多いと思われるが、ふとしたことから、変な業者に関わってしまい、財産を失ってしまい、罪悪感からそういったことになったのだろう。哀れで仕方なかった。金持ちから見れば、たったそれくらいで死ぬなんて、と思うかもしれないが、生まれてからずっとそんなお金を動かしたことが無ければ、ずるずるとそれを失ってしまった時、大それた事をしたという感覚を持ったとしても不自然ではないだろう。
　
　また、歩きながら、私はまた別の事も考えていた。もしかしたら、今回の事件が解決に向かう、入口が見えてきたのかも知れなかった。
　

　　　　　　　八

　翌朝、早めに保育園に子供達を送りに行った私は、保育園を出ると、大通りを渡った。片側三車線はある広い通りなので、反対側からは注意をしない限り気が付かないだろう。それとなく、私は電信柱の影に身を隠した。
　やがて、浅野さんが出てきた。昨日以来やはり、どうも髪型が不自然だ。私は、浅野さんの歩く姿を目で追った。ずっと大通りを歩いていく。百メートル近く離れたとき、私は、大通りの反対側にいるまま、彼の後を追った。

　途中大きな交差点を渡る時も、私の尾行には気付かれなかったようだ。あと、百メートルほどで池山ファイナンスの事務所がある。やはり、浅野さんは、池山ファイナンスの社員だったのだろう。私は確信とともに走り出した。ちょうど信号が青になっていた横断歩道を渡って先回りだ。

　池山ファイナンスの事務所の入口で息を切らしている私を見て、浅野さんは、ぎょっとした。

「どうされましたか。斉藤さん、でしたっけ」
「ええ、おはようございます。斉藤です」

「もう、お子さんたちは園に送って行かれたんですか」

「ええ。まあ･･････浅野さん、やはりここの方だったんですね」

「ええ。それが何か」

浅野氏の目は浮ついていたが、あくまでしらばっくれようとしている気配だ。私はカバンの中からあるものを出した。黒い布をぶらりと下げる。

「これ、きっと、浅野さんのですよね？」

そう、黒い靴下だ。これは、私の事務所の入口に接着されていたものだ。

「頭から、赤いペンキかぶってしまったんですね。災難でしたね」

私は言いながら、相手の様子を見た。浅野さんは、頭に手をやりながら、

「そんなもの、私のじゃありません。災難とは、一体何のことですか」

「じゃ、これはどうですか？」

私は、一足の靴を出した。これも、事務所の入口に接着されていたものだ。

「これ、お宅のですよね。ほかのも見ますか」

私は今度はズボンの切れ端を取り出そうとした。すると浅野さんは、慌ててさえぎった。

「分かった！分かったから、もういい」

「こんなとこでは何なんで、ちょっとあちらで話しませんか？」
私は言った。

「ええ。そうしましょう。あそこの公園にでも行きましょう」

　

　　　　　　　九

　「あなたが、私の事務所で探そうとしたもの、それはこれですね」
私は、ポケットからレコーダーを取り出して、浅野さんに見せた。

「おっと。もう録音内容は、すっかりコピーして、あちこちにデータ保存してあります。これを奪ったって、もうどうって事はありません」

　私はそう言っておいた。再生ボタンを押す。

男の低い声「どうだ。鴨になりそうなのは居たかい」

少し高い声「居ました。居ましたよ、たくさん。住所や連絡先も書いて行きました」

男の低い声「よし。じゃうまい事会員にさせて、最初は儲からせて、どんどん金を投資させよう。株が下がって損したら、誰かを誘わせるもよし、富田ファイナンスに借りさせても良いし」

少し高い声「余り露骨にやると、まずいんじゃないですか。先週も、一人ホトケさんになっちまったんですぜ」

男の低い声「ああ。馬鹿なばあさんだったな。何も死ななくても良かったのに。たかが一千万位の借金で。せっかく弁護士を紹介するって言ってやったのに」

少し高い声「だって、その弁護士だって結局サラ金を斡旋するだけじゃないですか」

男の低い声「まあな。みんなで持ちつ持たれつ。協力しているって訳さ」

少し低い声「全く。悪い人だ」

　浅野氏は途中から耳を塞いだ。再生が終わると、私はスイッチを止め、言った。
「浅野さん、あなたは、池山ファイナンスが、こういうことをしていたって知ってましたか」

浅野さんは応えなかった。

「投資に疎い年配者などをターゲットにねずみ講よろしく金を出させ、法外な手数料を巻き上げている。投資のプロなどといってその実態は散々な腕前で、多くの人に損をさせている。客は大損しても、池山には手数料が入ってくる。もう少し金を出せばそのうち取り戻せるとかいって金を更に出させ、知り合いを十人も引き込めば、百万円が入るから、などと言っては、新規客から法外な入会金を取る」

　浅野さんは目をつぶっていた。

「そして、金が無くなった客には仲間の悪徳弁護士を紹介し、富田ファイナンスから金を借りるように仕向ける。こうして借金地獄に落ちた人間から、財産を奪い、家を奪い、全てをむしりとって、自殺にまで追い込む。これが池山ファイナンスだ！」

　私は、つい、ちょっと激してしまった。

　「ああっ」
頭を抱えていた浅野さんが、うめき声のような声を上げた。

「そ、そうだ。確かにひどい会社だ。しかし、前は、こんなじゃなかった。それに、私だってこの会社で仕事をするしかなかった。所詮はしがないサラリーマンなのだ！」

　浅野さんは崩れ落ち、公園の地面にひざを突いた。

「ええ、分かりますよ。私も、今の仕事失ったら困りますし。結構辛い仕事で自分に向いているとも思いませんが、やるしかありません。でも、浅野さん。あなたの仕事、貴方の会社、自信を持ってお子さんたちに説明できますか？」

　浅野さんの目から涙が落ちた。
　私はそれ以上言わなかった。

　ひざを付いている浅野さんの前に、私は彼の靴と靴下、ズボンの切れ端をそっと置くと、公園から立ち去った。浅野さんは、暫くそこから動かなかったようであった。

　　　　　　　十

　池山ファイナンスに査察が入ったのは、それから暫くしてからだった。
　このニュースは、昼のニュース番組でも少し取り上げられ、池山ファイナンスの金儲けのからくりが説明された。また、散々搾り取られた会員が取材されたりなどしていた。

　本当は、まだ背後に悪徳弁護士や、悪徳サラ金業者が潜んでいるように私は思っていた。どこまで捜査のメスが入るかは、分からない。

「良かったわねえ。大っぴらになって。これでもう引っ掛かる人も出ないわね。池山ファイナンスもお終いね」

実家に寄ったら、母がこの番組を見ていて、そう言っていた。そうだ、とりあえず良かった。一歩一歩進んで行くしかない。
番組によると、摘発のきっかけは、内部告発だということだった。

（二〇〇八年十二月二十五日）

《完》
この物語は、フィクションです。

              　　　　　　　　　　初版発行　二〇〇八年十二月二十五日  高野出版
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